
混合気体の圧力

【問１】

10�の容器に、1.0 atmの酸素2.0�と、2.0 atmの窒素4.0�を入れて混合した。

温度は一定であるとして、次の各問いに答えよ。

（１- ①）混合気体中の酸素の分圧ＰＯ２は、いくらか。

1.0 × 2.0 ＝ ＰＯ２ × 10

∴ ＰＯ２ ＝ 0.2 （atm）

（１- ②）混合気体中の窒素の分圧ＰＮ２は、いくらか。

2.0 × 4.0 ＝ ＰＮ２ × 10

∴ ＰＮ２ ＝ 0.8 （atm）

（２）混合気体の全圧Ｐは、いくらか。

Ｐ全圧 ＝ ＰＯ２ ＋ＰＮ２

＝ 0.2 ＋ 0.8 ＝ 1.0（atm）

【問２】

下図のように内容積7.5�の容器Ａと、内容積2.5�の容器Ｂが接続され、Ａには1.2 atmのＮ２が、Ｂには

4.8 atmのＯ２が入っており、温度は一定に保たれている。次に、コックをまわして、Ａ，Ｂの気体を混

合させたとき、以下の問いに答えよ。

（１)混合気体中のＮ２ の分圧を求めよ。

1.2 × 7.5 ＝ ＰＮ２ × 10

∴ ＰＮ２ ＝ 0.9 （atm）

(２)混合気体中のＯ２ の分圧を求めよ。

4.8 × 2.5 ＝ ＰＯ２ × 10

∴ ＰＯ２ ＝ 1.2 （atm）

(３)混合気体の圧力（全圧）を求めよ。

Ｐ全圧 ＝ ＰＮ２ ＋ ＰＯ２

＝ 0.9 ＋ 1.2 ＝ 2.1 （atm）

Ａ

コック

Ｂ

【問３】

容積11.2�の容器に、1.6ｇの酸素、5.6ｇの窒素、2.0ｇの水素をそれぞれ入れ、温度を０℃に保った。

（ Ｏ２＝32, Ｎ２＝28, Ｈ２＝2 ）

ⅰ）混合気体の全圧を求めよ。

ⅱ）酸素の分圧を求めよ。

（atm）

ⅲ）窒素の分圧を求めよ。

（atm）

ⅳ）水素の分圧を求めよ。

（atm）

【問４】
27℃,767 mm�の下で,水上置換法で、300 �のＯ２を捕集した。

27℃での飽和水蒸気圧を、26.7mm�、水銀の密度は13.6 g/cm３として、以下の問いに答えなさい。

（１）ﾒｽｼﾘﾝﾀﾞｰ内の水柱の､水面からの高さは12.0cmである。

水柱のもたらす圧力は、何mmHgか答えなさい。

答えは有効数字３桁まで記せ。

（２）メスシリンダー内のＯ２の分圧は何mm�か。小数点以下１桁目まで求めなさい。

（３）メスシリンダー内のＯ２は何mgか。Ｏ２＝３２とし、有効数字３桁まで求めなさい。
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【問題１】

50kgの人がハイヒール（踵面積１cm２）の踵に全体重を掛けたときの圧力は何Paか？

体重は 50 kg × 9.8 m/s２ ＝ 490 N

よって

(ﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙ）

なぜならば １ m２ ＝ 10000 cm２

∴ 1 cm２ ＝ 0.0001 ｍ２

圧力換算 １ Pa(ﾊﾟｽｶﾙ） ＝ １N/m2

１bar（ﾊﾞｰﾙ） ＝ 10５ N/m2 ＝ 10６ dyn/cm２

１ｈP a(ﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙ） ＝ 100 Pa ＝ 1 mbar

ミリバール(mbar, mb)

１atm ＝ 760 mmHg

＝ 76 cmHg

１atm ＝ 760 mmHg ＝ 76 cmHg

＝（76×13.595）cmH２O

≒ 1033 cmH２O

＝ 1033 g重/cm２
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気体の密度から，分子量を算出できる。

【問題２】標準状態における密度が0.90 g/�である気体の分子量を有効数字二桁まで求めよ。

【問題３】

気体定数 0.082 (atm･�/K･mol) は、 となることを導け。

0.082 (atm･�/K･mol) ＝

Ｐa × ｍ３

（ N/m2 ）× m３ ＝ N m ＝ J（ジュール） ※ 圧力×体積は、エネルギーである。

気体分子の運動エネルギー

∝：比例記号 正比例 direct proportion 反比例 inverse proportion

※ ＲＴ及びｋＴは、エネルギーである。

TΔSもエネルギー。 ΔS(エントロピー変化)
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気体分子の平均速度v は、 T に比例し、 Ｍ に反比例する。
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